
実
際
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
人
と
思
想

現
代
社
会
理
論
と
の
か
か
わ
り
で

国
際
グ
ラ
ム
シ
協
会

(International
G
r
a
m
s
c
i
 Society) 

系
の
修
士
論
文
で
最
も
引
用
度
の
高
い
論
者
は
、

ま
に
展
開
さ
れ
て
き
た
社
会
理
論
・
文
化
理
論
に
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
理
論
を
め
ぐ
る
議
論

一
九
九
七
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
グ
ラ
ム
シ
没
後
六

0
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
」
で
、

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
）

グ
ラ
ム
シ
思
想
は
、
歴
史
、
文
学
、

ー
ナ
リ
ズ
ム
論
、

た
と
え
ば
、

人
と
思
想

は
、
そ
の
学
術
的
影
響
の
広
が
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
研
究
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

ジ
ー
ジ

に
少
し
で
も
ふ
れ
て
き
た
人
に
は
明
ら
か
な
こ
と
だ
ろ
う
。

は

じ

め

に

に
よ
れ
ば
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
実
際
、

ア
メ
リ
カ
研
究
、

一
九
七

0
年
代
以
後
、

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ブ
ッ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
教
育
理
論
、
人
類
学
、
社
会
学
、
経
済
学
、
政
治
学
、
神
学
、

や
や
程
度
は
落
ち
る
が
、
哲
学
、
法
学
、
地
理
学
、
心
理
学
、

な
ど
き
わ
め
て
多
く
の
分
野
に
浸
透
し
て
い
る
（
ブ
ッ
テ
ィ
ジ
ー
ジ
、

2
0
0
0
:
6
6
)

。

一
九
七

0
年
代
以
後
、
こ
れ
ら
の
研
究
諸
分
野
に
お
い
て
、

そ
し
て
言
語
学

グ
ラ
ム
シ
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
特
に
一
九
八

0
年
代
以
後
、
日
本
の
学
術
分
野
に
お
い
て
は
、
政
治
学
や
経
済
学
な
ど
一
部
の
研
究
者
を
の
ぞ
い
て
、

さ
ま
ざ

ジ
ャ

グ
ラ
ム

一
九
九

0
年
代
の
半
ば
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
書
か
れ
た
文

伊

藤

公

雄



か
ら
高
い
評
価
を
え
る
。

か
で
も
、

第
五
百
九
十
七
号

シ
ヘ
の
言
及
は
多
く
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
-
九
六

0
年
前
後
か
ら
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
世
界
に
先
駆
け
て
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
を

(
1
)
 

も
っ
と
も
積
極
的
に
翻
訳
紹
介
し
て
き
た
社
会
の
ひ
と
つ
が
日
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
と
、
こ
れ
は
不
思
議
な
こ
と
だ
）
。

本
稿
で
は
、
こ
の
グ
ラ
ム
シ
の
社
会
理
論
・
文
化
理
論
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
独
特
の
概
念
（
歴
史
的
ブ
ロ
ッ
ク
、
市
民
社
会
、

受
動
的
革
命
、
常
識
、
知
識
人
な
ど
）
を
軸
に
、

グ
ラ
ム
シ
の
も
っ
ュ
ニ
ー
ク
な
視
座
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
が
生
き
戦
っ
た
二

0
世
紀
前
期
の

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
生
涯

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
は
、

一
八
九
一
年
一
月
二
二
日
、

で
生
ま
れ
た
。
病
弱
で
あ
っ
た
幼
少
時
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
イ
ク
リ
ア
代
表
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
滞

ア
ル
バ
ニ
ア
系
移
民
の
子
孫
と
し
て
サ
ル
デ
ー
ニ
ア
島
中
部
の
ギ
ラ
ル
ザ
村

（
乳
母
が
床
に
転
落
し
た
こ
と
が
原
因
と
も
い
わ
れ
る
）
背
中
に
瘤
が
で
ぎ
成
長
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

こ
の
病
が
原
因
で
、
成
長
後
も
身
長
は
一
五

0
セ
ン
チ
以
下
だ
っ
た
と
い
う
。

叫
び
）
』
な
ど
の
執
筆
・
編
集
に
力
を
発
揮
し
、

一
九
―
一
年
、
奨
学
金
を
得
て
、

ト
リ
ノ
大
学
文
学
部
に
入

学
。
学
生
時
代
に
イ
ク
リ
ア
社
会
党
に
入
党
し
た
グ
ラ
ム
シ
は
、
社
会
党
ト
リ
ノ
支
部
の
機
関
紙
『
グ
リ
ー
ド
・
デ
ル
・
ボ
ボ
ロ

ま
た
、
社
会
党
青
年
部
の
機
関
誌
『
チ
ッ
ク
・
フ
ト
ゥ
ー
ラ
（
未
来
都
市
）
』
や
、
社
会
党

ト
リ
ノ
支
部
機
関
誌
『
オ
ル
デ
ィ
ネ
・
ヌ
オ
ー
ヴ
ォ

（
新
し
い
秩
序
）
』
な
ど
を
創
刊
す
る
な
ど
、
若
き
社
会
党
員
と
し
て
活
躍
す
る
。
な

一
九
二

0
年
の
ト
リ
ノ
に
お
け
る
工
場
占
拠
闘
争
（
工
場
評
議
会
運
動
の
展
開
）

一
九
ニ
―
年
、
社
会
党
か
ら
分
派
し
た
イ
タ
リ
ア
共
産
党
創
設
に
か
か
わ
り
、

イ
タ
リ
ア
社
会
と
重
ね
合
わ
せ
つ
つ
論
じ
て
み
た
い
。

哲
学
研
究

に
お
い
て
は
、

そ
の
思
想
的
支
柱
と
し
て
活
躍

し
た
。
彼
が
書
い
た
論
文
は
、
「
イ
タ
リ
ア
社
会
党
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
同
党
ト
リ
ノ
支
部
の
名
に
お
い
て
、
同
党
全
国
大
会
へ
の
提
案

と
し
て
…
…
『
新
し
い
秩
序
』
誌
に
発
表
さ
れ
た
党
批
判
と
実
践
的
提
起
と
が
、
本
質
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
、
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
第
二
回
大
会
は
考
え
る
」
（
「
共
産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
第
二
回
大
会
の
基
本
的
任
務
に
つ
い
て
の
テ
ー
ゼ
」
）
と
、

べら

ニ
四

レ
ー
ニ
ン

（
人
民
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
、



の
編
集
が
、

人
と
思
想

在
。
こ
の
時
期
、

イ
ク
リ
ア
滞
在
経
験
を
も
つ
ロ
シ
ア
女
性
ジ
ュ
リ
ア
（
ユ
ー
リ
ア
）
・
シ
ュ
フ
ト
と
知
り
合
い
恋
に
落
ち
結
婚
し
て
い
る

（
デ
リ
オ
と
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
と
い
う
二
人
の
男
の
子
を
も
う
け
る
が
、
次
男
と
は
死
ぬ
ま
で
会
う
こ
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
）
。

―
一
月
、

手
で
粛
清
さ
れ
て
い
た
可
能
性
さ
え
あ
る
）
。
党
に
よ
る
彼
の
手
紙
の
撤
回
の
直
後
、
議
員
不
逮
捕
特
権
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

シ
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
、

一
九
三
四
年
ま
で
流
刑
や
監
獄
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
獄
中
の
彼
を
支
え
た
の
は
、

大
学
時
代
か
ら
の
友
人
で
当
時
カ
リ
ア
リ
大
学
教
授
だ
っ
た
ピ
エ
ロ
・
、
ス
ラ
ッ
フ
ァ
と
、

ナ
だ
っ
た
。
後
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
る
経
済
学
者
ズ
ラ
ッ
フ
ァ
は
、
ミ
ラ
ノ
の
書
店
に
無
制
限
の
当
座
勘
定
を

開
設
し
、
獄
中
で
の
グ
ラ
ム
シ
の
研
究
を
支
え
た
し
、
繰
り
返
し
面
会
し
て
く
れ
た
義
姉
ク
テ
ィ
ア
ー
ナ
は
、
彼
の
精
神
的
支
え
と
な
っ
た
。

一
九
三
四
年
、
病
気
の
悪
化
で
身
柄
を
病
院
に
移
し
た
グ
ラ
ム
シ
は
、
家
族
や
友
人
に
多
数
の
手
紙
を
書
ぎ
つ
つ
療
養
す
る
が
、
病
状
は

回
復
す
る
こ
と
な
く
、

に
襲
わ
れ
死
亡
し
た
。

一
九
三
七
年
四
月
二
七
日
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
、
肺
結
核
、
喉
頭
炎
、
通
風
な
ど
の
合
併
症
に
苦
し
み
つ
つ
、
脳
溢
血

彼
の
死
後
、
病
床
に
い
た
義
姉
ク
テ
ィ
ア
ー
ナ
は
、

ま
ず
は
ズ
ラ
ッ
フ
ァ
の
友
人
で
あ
る
ロ
ー
マ
商
業
銀
行
総
裁
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ー
ロ
・
マ
ッ
テ
ィ
オ
ー
リ
の
手
で
同
銀
行
の
金
庫
に
隠
し
、
後
に

モ
ス
ク
ワ
に
移
送
し
た
。
そ
の
一
部
は
、

ス
ペ
イ
ン
に
亡
命
中
の
パ
ル
ミ
ー
ロ
・
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
に
送
付
さ
れ
、

ス
ペ
イ
ン
で
開
始
さ
れ
る
。
戦
後
、

紙
』
が
出
版
さ
れ
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

二
五

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
幹
部
は
、
当
時
モ
ス
ク
ワ
に
滞
在
し
て
い
た
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
と
と
も
に
、

イ
タ
リ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
も
ま
た
こ
の
手
紙
の
撤
回
を
決
定
す
る
（
も
し
、

ム

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
行
っ
た
段
階
で
ス
タ
ー
リ
ン
の

グ
ラ
ム

ロ
ー
マ
に
滞
在
し
続
け
た
妻
の
姉
の
ク
テ
ィ
ア
ー

ズ
ラ
ッ
フ
ァ
の
協
力
の
も
と
で
、
獄
中
で
書
き
た
め
た
三
三
冊
の
ノ
ー
ト
を
保
管
し
、

イ
ク
リ
ア
の
三
大
文
学
賞
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
レ
ッ
ジ
ョ
賞
を
受
賞
す
る
。
続
い
て
、

ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
グ
ラ
ム
シ
は

グ
ラ
ム
シ
の
獄
中
の
著
作

一
九
四
七
年
に
は
、
獄
中
か
ら
家
族
や
友
人
に
あ
て
た
手
紙
を
集
め
た
『
獄
中
か
ら
の
手

ノ
ー
ト
の
内
容
を
含
む
グ

ソ
連
共
産
党
に
手
渡
す
こ
と
を
た
め
ら
い
、

判
す
る
手
紙
を
繰
り
返
し
モ
ス
ク
ワ
に
送
る
が
、

帰
国
後
の
一
九
二
四
年
に
は
国
会
議
員
に
当
選
す
る
。

一
九
二
六
年
一

0
月
、
ソ
連
共
産
党
内
部
で
の
派
閥
闘
争
に
関
連
し
、
抗
争
を
批



ト
の
思
想
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
五
百
九
十
七
号

ラ
ム
シ
の
著
作
集
全
六
巻
が
一
九
四
八
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
、
全
六
巻
の
ク
イ
ト
ル
を
記
せ
ば
『
史
的
唯

物
論
と
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
哲
学
』
『
知
識
人
と
文
化
の
組
織
』
『
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
』
『
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
近
代
国
家
に
つ
い

て
の
覚
え
書
き
』
『
文
学
と
国
民
生
活
』
『
過
去
と
現
在
』
で
あ
る
（
日
本
で
も
『
グ
ラ
ム
シ
著
作
集
』
と
し
て
一
九
六

0
年
前
後
に
翻
訳
刊
行

さ
れ
た
）
。

一
九
五

0
年
代
後
半
に
は
、

か
し
、
こ
の
時
期
の
グ
ラ
ム
ジ
の
著
作
、

ま
ま
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
グ
ラ
ム
シ
思
想
の
全
体
像
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、

ラ
ク
ー
ナ
の
手
に
よ
り
十
分
な
校
閲
を
経
て
刊
行
さ
れ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る

「
絶
対
的
歴
史
主
義
」
グ
ラ
ム
シ
の
視
点
•
そ
の
一

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

へ
の
批
判
と
い
う
視
点
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
資

一
九
六

0
年
代
か
ら

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
グ
ラ
ム
シ
の
著
作
の
一
部
が
翻
訳
紹
介
さ
れ
始
め
る
。
し

な
か
で
も
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
一
連
の
文
章
は
、
執
筆
順
等
が
未
整
理
の

一
九
七

0
年
代
以
後
、
社
会
科
学
や
人
文
科
学
、
特
に
文
化
を
扱
う
諸
領
域
に
お
い
て
グ
ラ
ム
シ
の
再
評
価
に

そ
れ
で
は
、
何
が
彼
の
再
評
価
を
生
み
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に
は
、

ル
な
社
会
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
グ
ー
ル
ド
ナ
ー
は
、
「
二
つ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
い
う
小
論
で
、

マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
名
付
け
、
新
し
い
マ
ル
ク
ス
主
義
の
登
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

(Gouldner,
A., 1
9
7
5
)

。

だ
ろ
う
。
ま
ず
、
官
僚
的
な
一
党
独
裁
を
結
果
し
た
「
現
実
の
社
会
主
義
」

は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

哲
学
研
究

一
九
六

0
年
代
後
半
に
国
際
的
に
拡
大
し
た
ニ
ュ
ー
レ
フ

さ

一
九
七
五
年
、

二
六

＞
・
ジ
ェ
ッ

マ
ル
ク
ス
主
義
を
軸
に
し
た
社
会
主
義
思
想
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
運
動
の
思
想
的
「
新
し
さ
」
と
は
何
か
。
た
と
え
ば
、
ラ
デ
ィ
カ

七

0
年
代
に
か
け
て
登
場
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
を
、
従
来
の
下
部
構
造
決
定
論
に
た
っ
「
科
学
的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
対
抗
す
る
「
批
判
的

グ
ー
ル
ド
ナ
ー
が
「
批
判
的
」
と
呼
ん
だ
マ
ル
ク
ス
主
義
の
新
し
い
動
き
を
、
こ
こ
で
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る



人
と
思
想

本
主
義
の
全
般
的
危
機
論
や
自
動
崩
壊
論
に
対
し
て
、
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
の
構
図
を
明
ら
か
に
し
、
文
化
や
意

識
の
側
面
で
の
変
革
の
重
要
性
を
提
起
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
社
会
の
対
立
の
軸
が
単
に
資
本
家
と
労
働
者
階
級
の
階
級
対

立
を
超
え
て
、
社
会
の
多
元
的
で
複
雑
な
領
域
（
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
や
環
境
問
題
な
ど
）

ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
の
「
新
し
さ
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
伊
藤
、

1
9
9
8
c
:
8
1
9
)

。

こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
の
思
想
を
振
り
返
る
と
き
、
獄
中
で
グ
ラ
ム
シ
が
書
ぎ
続
け
た
ノ
ー
ト
は
、
す
で
に
三

0
年
以
上
も
前
に
、
こ

の
新
た
な
思
想
潮
流
を
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
先
取
り
し
て
い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
潮
流
に
お
け
る
グ
ラ
ム
シ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
思
想
潮
流
を
縛
り
続
け
て
き
た
い
わ
ゆ
る

一
九
一
八
年
、
彼
は
「
資
本
論
に
反
す
る
革
命
」
と
題
し
た
論
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
考
察
を
行

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
の
成
熟
を
ま
っ
て
社
会
主
義
革
命
の
端
緒
が
切
り
開
か
れ
る
と
い
う
資
本
論
に
従
う
な
ら
、

よ
う
な
後
発
国
で
革
命
が
発
生
す
る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
、

う
ま
で
も
な
い
が
）

い
っ
た
い
ど
ん
な
要
因
が
、
こ
の
革
命
を
成
功
に
導
い
た
の
か
。
こ
れ
が

グ
ラ
ム
シ
の
問
い
か
け
だ
っ
た
。
経
済
的
事
実
を
越
え
た
「
社
会
的
、
集
団
的
意
志
の
発
展
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
革
命
は
成
功
し

た
、
と
い
う
の
が
彼
の
考
え
方
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
彼
の
経
済
決
定
論
的
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
冷
徹
な
批
判
の
視
点
と
と
も
に
、
後
の
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
論
へ
と
結
実
す
る
、
上
部
構
造
の
革
命
、
主
体
の
革
命
（
も
ち
ろ
ん
、
経
済
構
造
の
重
要
性
を
無
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言

の
視
座
が
す
で
に
先
取
り
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
同
時
に
、
こ
の
論
文
に
は
、
当
時
の
そ
し
て
今
な
お
、
多
く
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
潮
流
が
依
拠
し
て
い
る
「
科
学
的
」
な
歴
史
の

一
般
法
則
的
視
座
に
対
す
る
、
彼
独
自
の
「
批
判
」
が
含
ま
れ
て
も
い
る
。

二
七

え
る
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
の
「
歴
史
（
法
則
）
主
義
h
i
s
t
o
r
i
c
i
s
m
」
批
判
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
視
点
が
、
二

0
世
紀
の
初
頭
の
マ
ル
ク
ス

主
義
の
陣
営
か
ら
公
然
と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
だ
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

お
い
て
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

下
部
構
造
決
定
論
か
ら
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
歴
史
の
一
般
法
則
批
判
の
代
表
例
と
も
い

ロ
シ
ア
の

ロ
シ
ア
革
命
直
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
グ
ラ
ム
シ
の
ロ
シ
ア
革
命
論
に

も
ま
た
、

へ
と
拡
大
し
て
い
る
こ
と
へ
の
指
摘



ヘ
ー
ゲ
ル
の
内
在
論
的
思
想
は
、
歴
史
主
義
へ
と
転
化
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
実
践
の
哲
学
と
し

て
の
絶
対
的
歴
史
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
絶
対
的
歴
史
主
義
い
い
か
え
れ
ば
絶
対
的
な
人
間
主
義
な
の
で
あ
る

(Q.
1
8
2
6ー

2
7
)

。

も
ち
ろ
ん
、

グ
ラ
ム
シ
は
ク
ロ
ー
チ
ェ
を
全
面
的
に
受
容
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
獄
中
ノ
ー
ト
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
ク
ロ
ー

チ
ェ
哲
学
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

的
」
理
由
か
ら
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
実
践
の
哲
学
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
歴
史
主
義
の
言
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

チ
ェ
哲
学
が
、
実
践
の
哲
学
の
現
実
主
義
的
な
歴
史
主
義
を
思
弁
的
言
語
に
再
び
訳
し
直
し
た
も
の
」
で
あ
る
か
ら
な
の
だ
。

ナ
ミ
ッ
ク
な
生
成
の
視
座
か
ら
社
会
を
み
る
べ
き
だ
と
い
う
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
歴
史
主
義
的
視
点
に
対
し
て
、

は
受
容
し
つ
つ
も
、
そ
の
観
念
性
を
こ
う
批
判
し
て
い
る
。
「
彼
は
生
成
の
う
ち
に
生
成
そ
の
も
の
を
見
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
『
生
成
』

学
と
が
生
み
出
さ
れ
た
。

1
9
8
7
:
 1
2
1
 ,
 2
)
 

--'JJf! べ
て
い
る
。

「
ク
ロ
ー
チ
ェ
風
の
歴
史
主
義
」
と
呼
ん
で
い
る
。

哲
学
研
究

第
五
百
九
十
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号

こ
う
し
た
、
歴
史
の
一
般
的
な
発
展
理
論
に
対
す
る
否
定
の
背
景
に
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
師
で
あ
り
論
敵
で
も
あ
っ
た
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ

(
2
)
 

ー
チ
ェ
の
存
在
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
彼
を
イ
タ
リ
ア
の
思
想
の
流
れ
の
な
か
で
論
じ
た
ベ
ッ
ラ
ミ
ー
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
歴
史
的
視
座
を

ベ
ッ
ラ
ミ
ー
は
、
「
進
化
論
的
マ
ル
ク
ス
主
義
に
抗
し
、
人
間
と
い
う
も
の
は
自
然
過
程
の
外
部
に
あ
り
、
自
ら
の
意
思
に
対
応
し
て
自

分
自
身
を
形
成
す
る
と
い
う
ラ
ブ
リ
オ
ー
ラ
の
批
判
を
彼
は
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
「
ク
ロ
ー
チ
ェ
に
従
い
、
彼
は
、
自
然

科
学
の
方
法
は
、
社
会
の
研
究
に
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
し
、

ま
た
、

す
べ
て
の
先
行
す
る
歴
史
の
結
果
で
あ
り
総
仕
上
げ
と
し
て
の
実
践
の
哲
学
。

ク
ロ
ー
チ
ェ
が
「
政
治
的
な
穏
健
派
の
一
形
態
に
す
ぎ
な
い
」

(Q.
1
3
2
5
)

と
い
う
「
政
治

ク
ロ
ー

つ
ね
に
ダ
イ

グ
ラ
ム
シ
は
そ
れ
を
理
論
的
に

ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
批
判
か
ら
近
代
的
観
念
論
と
実
践
の
哲

そ
う
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
だ
と
主
張
し
た
」

(
B
e
l
l
a
m
y
,

こ
う
し
た
グ
ラ
ム
シ
の
歴
史
の
法
則
主
義
的
発
展
論
に
対
す
る
批
判
、
す
な
わ
ち
彼
の
「
歴
史
主
義
s
t
o
r
i
c
i
s
m

。11
h
i
s
t
o
r
i
s
m
」
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
ぎ
た
。
実
際
、
彼
自
身
「
絶
対
的
歴
史
主
義
s
t
o
r
i
c
i
s
m
o
a
s
s
o
l
u
t
o
」
に
つ
い
て
、

ス
主
義
を
ふ
ま
え
た
社
会
変
革
の
思
想
と
し
て
の
「
実
践
の
哲
学
」
と
の
か
か
わ
り
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

t 

ニ
八

そ
れ
を
マ
ル
ク



流、

マ
ル
ク
ス
、

人
と
思
想

二
九

ロ
シ
ア
革
命
を
成
功
さ
せ
た
レ
ー
ニ
ン

大
学
時
代
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
言
語
学
の
知
識
、

「
市
民
社
会
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
ー
—
グ
ラ
ム
シ
の
視
点
•
そ
の

グ
ラ
ム
シ
の
視
座
は
、
「
概
念
」
と
し
て
の
「
生
成
」
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
歴
史
的
現
実
と
し
て
の
「
生
成
」
を
直
視
し
、
歴
史
に
対

し
て
実
践
的
に
介
入
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
思
が
見
ら
れ
る
。
偶
然
性
や
人
間
的
諸
力
の
介
在
を
伴
う
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
社
会
の
展
開
へ

の
視
線
で
あ
る
。

実
際
、
「
グ
ラ
ム
シ
の
弟
子
」
を
自
称
し
た
サ
イ
ー
ド
は
、
彼
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
・
社
会
把
握
を
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。

「
グ
ラ
ム
シ
が
理
解
す
る
歴
史
的
・
社
会
的
世
界
と
は
、
空
間
的
に
把
握
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

た
え
ま
な
い
変
化
、
運
動
、
変
動
に
よ

る
不
安
定
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
」
（
サ
イ
ー
ド
『
故
郷
喪
失
に
つ
い
て
の
省
察
2
』
み
す
ず
書
房
、

2
0
0
0
11 
2
0
0
9
:
2
0
1
)

と。

こ
う
し
た
グ
ラ
ム
シ
の
歴
史
観
は
、
彼
独
自
の
い
く
つ
か
の
概
念
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
歴
史
的
ブ
ロ
ッ
ク

b
l
o
c
,
 

c
o
 storico
」
概
念
は
、

そ
の
代
表
的
な
事
例
だ
ろ
う
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ソ
レ
ル
の
言
葉
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
こ
の
概
念
に
つ
い
て
、

グ
ラ

「
構
造
に
対
す
る
人
間
の
積
極
的
反
応
と
い
う
必
然
的
な
関
係
」

(
Q
.
1
3
0
0
)

と
。
現
実
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
は
、
構
造
（
マ
ル
ク
ス

主
義
者
の
い
う
経
済
的
下
部
構
造
）
は
「
不
動
で
絶
対
的
な
」

(op.
cit.)

も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
歴
史
の
具
体
的
で
現
実
的
な
プ
ロ
セ
ス

(
3
)
 

は
、
人
間
の
意
思
や
主
体
と
構
造
と
の
相
互
関
係
の
な
か
で
し
か
把
握
し
え
な
い
と
い
う
の
が
、
彼
の
視
点
な
の
だ
。

グ
ラ
ム
シ
の
発
想
に
は
、
彼
が
吸
収
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
哲
学
や
思
想
潮
流
が
、
彼
な
り
の
作
法
で
新
た
に
組
み
替
え
ら
れ
つ
つ
適
用
さ
れ

て
い
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
ク
ロ
ー
チ
ェ
以
外
に
も
、
す
ぐ
に
思
い
つ
く
だ
け
で
も
、
次
の
よ
う
な
学
問
分
野
や
論
者
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ア
ソ
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

ム
シ
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

の
概
念
を
見
て
い
る
の
か
」

(
Q
.
1
2
4
0
)

と。

マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
、

ヴ
ィ
ー
コ
、
デ
・
サ
ン
ク
テ
ィ
ス
に
至
る
イ
ク
リ
ア
の
思
想
潮

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
ソ
レ
ル
、



な
ぜ
、 背
景
に
あ
る
の
は
、

う
。
し
か
し
、

す
る
と
い
う
課
題
に
お
い
て

ヘ
ー
ゲ
ル
は
国
家
の
側
か
ら
の
共
同
性
の
回
復
を
、

著
述
」
が
九
頁
と
膨
大
な
数
に
の
ぽ
る
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ソ
内
部
で
の
論
敵
で
あ
り
同
志
で
も
あ
っ
た
ブ
ハ
ー
リ
ン
や
ト
ロ
ツ
キ
ー
、

か
ら
。
ヒ
ラ
ン
デ
ッ
ロ
な
ど
の
文
学
者
た
ち
…
…
。
ジ
ェ
ッ
ラ
ク
ー
ナ
の
校
閲
に
よ
る
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
第
四
巻
の
最
後
に
つ
け
ら
れ
て
い
る

引
用
文
献
の
索
引
を
見
る
と
、
彼
が
引
用
し
た
人
名
は
、
左
右
二
段
組
（
各
頁
に
そ
れ
ぞ
れ
九

0
名
程
度
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
）

四
七
頁
、
約
四
五

0
0名
以
上
に
お
よ
び
、
「
著
者
名
が
判
明
し
て
い
る
本
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
は
左
右
二
段
組
（
一
頁
に
二

0
名
か
ら
二

五
名
程
度
の
著
者
名
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
）

こ
う
し
た
概
念
の
読
み
替
え
の
な
か
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、

の
思
想
潮
流
に
お
い
て
、
市
民
社
会
と
国
家
（
共
同
性
）

会
は
「
欲
望
の
体
系
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
個
々
の
欲
望
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
で
共
同
性
を
喪
失
し
た
人
々
に
共
同
性
を
回
復

本
制
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
市
民
社
会
の
側
か
ら
の
（
資
本
制
の
解
体
に
よ
る
）
共
同
性
の
回
復
を
目
指
し
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

マ
ル
ク
ス
思
想
の
流
れ
の
う
ち
に
あ
る
は
ず
の
グ
ラ
ム
シ
は
、
こ
の
国
家
と
市
民
社
会
の
分
離
と
い
う
視
座
を
ま
っ
た
く
異

(
4
)
 

な
る
視
座
か
ら
転
用
し
て
み
せ
る
。

ア
を
突
破
口
と
す
る
は
ず
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
お
け
る
社
会
主
義
革
命
（
世
界
革
命
）
は
、
結
局
失
敗
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
革
命
は
失
敗
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
へ
の
対
応
が
、
彼
の
独
自
な
思
考
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
グ
ラ
ム

ジ
は
、
『
獄
中
ノ
ー
ト
』

ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
と
そ
の
後
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
革
命
の
敗
北
を
め
ぐ
る
彼
な
り
の
総
括
だ
。
第
一
次
大
戦
後
、

た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、

に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
、
「
機
動
戦
と
陣
地
戦
」
と
い
う
視
点
か
ら
解
剖
し
て
い
る
。
な
ぜ
東
方
（
ロ
シ
ア
）

お
い
て
は
、
機
動
戦
に
よ
り
一
挙
に
国
家
権
力
の
奪
取
に
成
功
し
た
の
に
、
西
方
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）

グ
ラ
ム
シ
に
よ
れ
ば
、
「
東
方
で
は
、
国
家
が
す
ぺ
て
で
あ
り
、
市
民
社
会
は
原
初
的
で
ゼ
ラ
チ
ン
状
で
あ
っ
た
。

は
も
ち
ろ
ん
、 哲
学
研
究

第
五
百
九
十
七
号

そ
し
て

ヘ
ー
ゲ
ル
11

マ
ル
ク
ス

さ
ら
に
、
ダ
ン
テ
、

で
四
二
頁
、
「
同
じ
く
著
者
が
判
明
し
て
い
る
論
文
と
書
評
」
が
一
―

1
0頁
、
「
著
者
名
不
明
の

グ
ラ
ム
シ
独
自
の
市
民
社
会
論
だ
ろ
う
。

の
分
離
は
、
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
両
者
に
と
っ
て
市
民
社

ヘ
ー
ゲ
ル
を
転
倒
さ
せ
た
マ
ル
ク
ス
は
、
資

に
お
い
て
は
機
動
戦
が
成
功
し
な
か
っ

¥' 

゜
に

ロ
シ

マ
ン
ゾ
ー
ニ

で、



人
と
思
想

有
名
な
「
国
家
11
政
治
社
会
十
市
民
社
会
、

西
方
で
は
、
国
家
と
市
民
社
会
と
の
間
に
適
正
な
関
係
が
あ
り
、
国
家
が
ゆ
ら
ぐ
と
た
だ
ち
に
市
民
社
会
の
強
固
な
構
造
が
姿
を
現
し
た
」

(
Q
7
,
 
8
5
7
)

た
め
で
あ
っ
た
。

レ
ー
ニ
ン
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

1
概
念
は
、
労
農
同
盟
に
お
け
る
プ

つ
ま
り
、
国
家
が
直
接
の
支
配
の
手
段
と
し
て
立
ち
現
れ
る
市
民
社
会
の
未
成
熟
な
ロ
シ
ア
と
比
べ
て
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
家
の
壁
を
破
っ
て
も
、

そ
の
背
後
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
社
会
の
複
雑
な
構
造
が
存
在
す
る
た
め
に
、
権
力
奪
取
だ

け
で
は
政
治
革
命
は
達
成
し
に
く
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
西
方
に
お
け
る
革
命
は
、
機
動
戦
だ
け
で
は
達
成
で
き
な
い
。
市
民

社
会
そ
の
も
の
の
厚
い
構
造
を
内
部
か
ら
変
革
し
て
い
く
、
持
続
的
な
陣
地
戦
が
必
要
な
の
だ
。

こ
こ
か
ら
、
彼
独
自
の
「
市
民
社
会
」
概
念
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
理
論
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ラ
ム
シ
の
「
市
民
社
会
」
概
念
が
、

ヘ
ー
ゲ
ル
11

マ
ル
ク
ス
の
国
家
と
市
民
社
会
の
分
離
の
議
論
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
「
市
民
社

会
」
は
、
「
欲
望
の
体
系
」
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
西
方
に
お
け
る
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
強
制
の
鎧
を
つ
け
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」

(
Q
6
,

7
6
3
)

と
い
う
視
点
で
あ
る
。

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
い
う
言
葉
の
語
源
は
、
「
支
配
者
」
「
主
導
者
」
を
意
味
す
る
h
e
g
e
m
o
n
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
だ
と
い
わ
れ
る
。
現
在
で

は
、
グ
ラ
ム
シ
と
結
び
付
け
ら
れ
て
使
用
さ
れ
る
こ
の
言
葉
だ
が
、
実
は
、

グ
ラ
ム
シ
は
、
こ
の
概
念
を
レ
ー
ニ
ン
か
ら
受
け
継
ぎ
、
発
展

さ
せ
た
と
い
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ロ
レ
タ
リ
ア
の
主
導
性
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ム
シ
は
、
こ
の
言
葉
を
、

よ
り
一
般
化
し
て
、
社
会
変
革
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
異
な
る
利
害
集
団
、
多
様
な
集
団
に
共
通
の
意
志
を
与
え
、
そ
れ
を
水
路
づ
け
る
知
的
・
道
徳
的
指
導
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
て
み

せ
た
の
で
あ
る
。

と
同
時
に
、

グ
ラ
ム
シ
は
、
こ
の
概
念
を
、
変
革
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
以
上
に
、
支
配
の
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
に
お
い
て
も
、
鮮
や
か
に

適
用
し
て
み
せ
た
（
こ
の
概
念
の
成
功
は
、
変
革
の
概
念
と
し
て
で
は
な
く
、
支
配
を
め
ぐ
る
概
念
と
し
て
の
有
効
性
の
方
が
高
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
、

1
9
8
8

な
ど
参
照
）
。

つ
ま
り
、
司
法
や
警
察
な
ど
に
よ
る
強
制
の
モ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
教
会
、
学
校
、
労
働
組
合
等
の
諸
装
置
を
媒
介
に
し
た
被
支
配
者
側

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ



四

「
媒
介
」

点
こ
そ
、
グ
ラ
ム
シ
風
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

点
は
、
必
ず
し
も
一
貫
し
て
い
な
い
。
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
に
お
い
て
も
、

第
五
百
九
十
七
号

の
自
発
的
な
同
意
形
成
に
着
目
し
て
、
彼
は
国
家
支
配
の
構
図
を
考
察
し
た
の
だ
。

こ
の
定
式
か
ら
見
る
と
、
市
民
社
会
は
明
ら
か
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
領
域
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

は
、
単
に
上
か
ら
の
強
制
の
み
で
は
な
く
、
下
か
ら
の
同
意
の
動
員
を
伴
う
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

制
と
同
意
の
組
み
合
わ
せ
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
か
ら
だ
（
ル
ー
ク
ス
、

1
9
8
9
:
9
1ー

2
)

。

こ
の
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

1
概
念
を
基
礎
に
、

の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
議
論
を
見
る
と
、
上
か
ら
の
民
衆
の
巻
き
込
み
と
い
う
位
置
づ
け
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
、

グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

1
概
念
の
有
効
性
は
、

配
す
る
側
と
支
配
さ
れ
る
側
の
ズ
レ
や
対
立
の
な
か
で
の
調
整
や
妥
協
を
通
じ
た
同
意
形
成
と
い
う
、

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
現
在
の
グ
ラ
ム
シ
受
容
に
お
い
て
も
、
こ
の
媒
介
的
な
視
点
に
こ
そ
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

ま
り
、
上
か
ら
の
巻
き
込
み
で
は
な
く
、
支
配
階
級
と
被
支
配
階
級
の
対
立
・
妥
協
・
調
停
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
い
う
視

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

よ
う
に
思
う
。

つ
ま
り
、
国
家
支
配

よ
く
読
む
と
グ
ラ
ム
シ
の
視

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
定
義
を
、
単
に
同
意
の
レ
ベ
ル
に
限
定
せ
ず
「
強

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」
論
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
こ

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
流
の
上
か
ら
の
巻
き
込
み
の
側
面
の
強
調
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
支

の
思
想
グ
ラ
ム
シ
の
視
点
•
そ
の
三

よ
り
媒
介
的
な
視
点
に
こ
そ
あ
る
の

グ
ラ
ム
シ
と
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
を
比
較
す
る
と
き
、
両
者
の
相
違
点
と
し
て
「
媒
介
」
の
視
座
の
強
弱
が
あ
る

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
比
べ
て
、
明
ら
か
に
グ
ラ
ム
シ
に
は
、
「
媒
介
」
の
視
座
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
す
べ
て
を
「
過

程
」
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
考
察
す
る
か
ら
こ
そ
、
彼
の
「
媒
介
」
と
い
う
観
点
は
、

は
、
グ
ラ
ム
シ
の
生
み
出
し
た
多
く
の
独
特
な
諸
概
念
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

よ
り
重
要
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
「
媒
介
」
の
視
点

た
と
え
ば
「
有
機
的
知
識
人

intellettuali
organici
」
の
概
念
で
あ
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
、
聖
職
者
や
教
師
、
弁
護
士
、
医
者
の
よ
う
な

哲
学
研
究

つ



「
職
業
的
知
識
人
」
を
、
「
伝
統
的
知
識
人

intellettuali
tradizionali
」
と
呼
ぶ
一
方
で
、
「
基
本
的
社
会
集
団
」
に
「
経
済
の
領
域
だ

け
で
な
く
、
社
会
と
政
治
の
領
域
に
お
い
て
も
、
同
質
性
と
固
有
の
役
割
に
つ
い
て
の
意
識
を
付
与
」

(Q.
1
5
1
3
)

す
る
機
能
を
も
っ
た
存

在
を
「
有
機
的
知
識
人
」
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。

グ
ラ
ム
シ
の
こ
う
し
た
「
有
機
的
知
識
人
」
に
つ
い
て
の
発
想
は
、
彼
の
目
指
し
た
イ
タ
リ
ア
の
社
会
変
革
の
キ
ー
ボ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

グ
ラ
ム
シ
は
、
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
一
九
八

0
年
代
か
ら
九

0
年
代
に
か
け
て
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
ク
デ
ィ
ー
ズ
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぽ

す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

な
形
で
光
を
当
て
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、

グ
ラ
ム
シ
は
、

と
イ
タ
リ
ア
と
い
う
社
会
を
土
台
に
お
い
た
歴
史
的
・
文
化
的
な
社
会
変
革
の
戦
略
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ク
リ
ア
社
会
の
変
革
問
題
を
、
民
衆
の
側
か
ら
の
主
体
形
成
を
い
か
に
達
成
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て

グ
ラ
ム
シ
の
イ
ク
リ
ア
大
衆
文
化
論
は
、

い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
民
主
の
意
識
の
覚
醒
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
大
衆
文
化
、
特
に
大
衆
文
学
に
彼
の
目
は
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ク
リ
ア
に
は
、
自
国
の
文
化
か
ら
生
ま
れ
た
大
衆
性
を
も
っ
た
文
学
の
不
在
と
い
う
点
か
ら
議

芸
術
文
学
の
大
衆
性
も
、
「
大
衆
文
学
」
の
自
家
生
産
も
イ
ク
リ
ア
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
「
作
家
」
と
「
大
衆
」
で
は
世
界
観

が
一
致
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
衆
の
感
情
は
作
家
に
よ
っ
て
自
己
の
も
の
と
し
て
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
作
家
が
「
国
民

教
育
」

な
ぜ
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

論
が
進
め
ら
れ
る
。

人
と
思
想 二

0
世
紀
の
早
い
段
階
で
、

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
「
大
衆
文
学
」
の
不
在
を
め
ぐ
る
論
考
は
、
彼
の
「
媒
介
」
の
重
視

の
機
能
を
も
つ
こ
と
も
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
衆
の
感
情
を
生
か
し
、

(elaborare)

と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
し
、

グ
ラ
ム
シ
が
大
衆
文
化
の
も
つ
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

わ
が
も
の
と
し
た
上
で
、

い
ま
も
な
お
提
起
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

的
内
容
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
特
定
の
読
者
、
す
な
わ
ち
、

そ
れ
を
磨
き
上
げ
る

な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
大
衆
文
化
の
登
場
が
イ
タ
リ
ア
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
グ
ラ
ム
シ
は
こ
う
考
え
る
。

ま
た
ど
の
よ
う
に
文
学
は
大
衆
的
と
な
る
か
、
と
い
う
問
題
。
『
美
』
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
知
的
・
道
徳

そ
の
歴
史
発
展
の
一
局
面
に
あ
る
国
民
・
民
衆
の

三



こ
う
し
た
視
座
か
ら
、
グ
ラ
ム
シ
は
、

も
っ
と
も
深
部
に
あ
る
憧
れ
の
、
磨
か
れ
(
e
l
a
b
o
r
a
r
e
)
、
完
成
さ
れ
た
表
現
な
の
で
あ
る

(
Q
.
2
1
1
3
)

。

支
配
的
集
団
の
利
害
や
生
活
様
式
を
反
映
し
た
文
化
の
も
と
で
、

級
は
、
自
分
た
ち
の
所
属
す
る
集
団
に
つ
い
て
、

が
自
己
認
識
を
も
ち
、
自
ら
の
末
来
に
向
か
っ
て
主
体
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
未
だ
不
定
形
な
知
的
・
道
徳
的
内
容
を
、

こ
こ
に
は
、

存
在
し
て
い
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
、
人
間
の
意
識
の
形
態
を
、
も
っ
と
も
不
定
形
な
「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
」
か
ら
、

っ
た
「
常
識
」
、

民
衆
は
、

第
五
百
九
十
七
号

い
わ
ば
「
借
り
物
」
の
意
識
の
下
に
お
か
れ
て
き
た
民
衆
11
従
属
諸
階

そ
の
利
害
も
未
来
に
つ
い
て
も
十
分
に
自
己
認
識
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
民
衆

し
た
従
属
諸
階
級
の
意
識
の
あ
り
よ
う
を
グ
ラ
ム
シ
を
継
承
し
つ
つ
う
ま
く
整
理
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

よ
り
練
り
上

グ
ラ
ム
シ
に
お
け
る
「
知
の
重
層
性
」
（
伊
藤
、

1
9
8
1
)

と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
人
々
の
意
識
の
構
造
を
め
ぐ
る
見
立
て
が

一
定
安
定
し
た
構
造
を
も

さ
ら
に
、
（
常
識
の
う
ち
よ
り
本
質
的
な
要
素
で
あ
る
「
良
識
」
を
媒
介
さ
せ
つ
つ
）
、
そ
れ
を
「
e
l
a
b
o
r
a
r
e
練
り
上
げ
」

た
も
の
で
あ
る
「
哲
学
」
と
い
う
三
重
の
構
図
の
な
か
で
把
握
す
る
。
多
く
の
場
合
、
自
ら
の
哲
学
を
も
た
ず
、
常
識
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
る

い
わ
ば
「
自
分
の
も
の
で
は
な
い
支
配
的
理
念
を
自
分
の
も
の
と
し
て
受
容
し
て
い
く
知
の
構
造
」
（
伊
藤
、

op.
cit.) 

の
な
か

に
お
か
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
に
、
持
続
的
な
下
か
ら
の
同
意
の
動
員
11
組
織
化
と
し
て
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
構
図
、
す
な
わ
ち
、
従
属
す
る

者
た
ち
の
無
意
識
的
な
同
意
形
成
が
分
析
さ
れ
る
。
イ
ー
グ
ル
ト
ン
が
ヘ
ゲ
モ
ニ

1
概
念
を
独
自
に
総
括
し
た
次
の
よ
う
な
発
言
は
、
こ
う

「
特
殊
な
主
体
が
自
分
自
身
の
最
も
深
部
の
存
在
に
同
意
す
る
形
を
と
っ
て
そ
の
命
令
に
同
意
す
る
よ
う
に
普
遍
的
法
則
を
無
意
識
裡
に

自
分
の
も
の
と
し
て
取
り
込
む
あ
の
過
程
」
（
イ
ー
グ
ル
ト
ン
「
民
族
主
義
ー
皮
肉
と
現
実
参
加
」
、
デ
ィ
ー
ン
編
『
民
族
主
義
・
植
民
地
主

義
と
文
学
』
法
政
大
学
出
版
局
、

1
9
9
6

羞
8
)

。
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
こ
で
語
ら
れ
た
e
l
a
b
o
r
a
r
e
の
概
念
（
精
緻
化
す
る
、
練
り
上
げ
る
、
磨

き
上
げ
る
）
こ
そ
、

サ
イ
ー
ド
が
強
く
惹
き
付
け
ら
れ
た
グ
ラ
ム
シ
の
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
従
属
階
級
た
る
サ
バ
ル
ク
ン
が
、
自
ら
の

言
葉
を
生
み
出
す
た
め
の
「
方
法
」
で
も
あ
る
の
だ
。

マ
ソ
ゾ
ー
ニ
を
は
じ
め
と
す
る
「
国
民
作
家
」
を
批
判
す
る
。

げ
た
形
へ
と
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

哲
学
研
究

つ
ま
り
、
「
マ
ン
ゾ
ー
ニ
に
と
っ

？ 

一四



五

人
と
思
想

の
流
れ
に
刺
激
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

て
民
衆
は
『
内
面
生
活
』
を
も
た
ず
、
深
い
道
徳
的
人
格
を
も
た
な
い
。
彼
ら
は
『
動
物
』
な
の
だ
。
そ
し
て
、

と
っ
て
『
慈
悲
深
い
』
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
動
物
保
護
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
慈
悲
深
さ
な
の
だ
」

(
Q
・
8
9
6
)

。

グ
ラ
ム
シ
が
大
衆
文
学
を
通
し
て
構
想
し
た
も
の
は
、
単
な
る
「
上
か
ら
」
の
「
外
部
注
入
」
的
な
「
国
民
教
育
」
で
は
な
い
。
大
衆
文

学
を
媒
介
し
た
民
衆
の
自
発
的
な
主
体
形
成
な
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
戦
闘
的
ク
ロ
ー
チ
ェ
主
義
者
の
雑
誌
『
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
』
（
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、

そ
れ
（
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
）

か
き
た
て
た
か
ら
、

五

マ
ン
ゾ
ー
ニ
は
、
彼
ら
に

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
流
れ
て
い
っ
た
）

の
評

は
、
多
く
の
人
が
自
己
自
身
を
発
見
す
る
こ
と
を
助
け
、
内
面
の
必
要
と
ま
じ
め
な
表
現
の
必
要
を
い
っ
そ
う

そ
の
運
動
か
ら
一
人
の
大
芸
術
家
も
う
ま
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
意
味
で
は
実
質
的
な
働
き
を
し
、
芸
術

文
学
（
文
化
）
と
ふ
れ
る
中
で
、
自
ら
を
再
発
見
し
、
読
む
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、
作
者
と
読
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出

さ
れ
る
こ
と
で
、
民
衆
が
自
ら
の
集
団
的
自
覚
を
自
己
形
成
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
ヘ
の
視
線
、
文
学
を
媒
介
に
し
た
民
衆
の
主
体
形

成
の
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
る
グ
ラ
ム
シ
の
視
線
が
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
。

受
動
的
革
命
r
e
v
o
l
u
z
i
o
n
e
p
a
s
s
i
v
aグ
ラ
ム
シ
の
視
点
•
そ
の
四

こ
う
し
た
「
媒
介
」
の
視
座
は
、

グ
ラ
ム
シ
の
目
指
し
た
イ
タ
リ
ア
社
会
の
変
革
を
め
ぐ
る
理
論
と
深
く
む
す
び
つ
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、

「
民
衆
的
・
国
民
的
」
な
イ
タ
リ
ア
構
築
の
戦
略
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
の
背
景
に
は
、
末
完
成
の
国
民
革
命
と

し
て
の
イ
タ
リ
ア
統
一
革
命
11
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
歴
史
的
総
括
が
控
え
て
い
る
。

十
八
世
紀
の
ナ
ポ
リ
革
命
の
歴
史
的
総
括
の
な
か
で
ク
オ
ー
コ
が
命
名
し
た
「
受
動
的
革
命
」
と
い
う
概
念
が
、

た
な
息
吹
を
与
え
ら
れ
る
。
受
動
的
革
命
と
は
何
か
。
こ
の
奇
妙
と
も
思
わ
れ
る
概
念
を
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

価
に
も
グ
ラ
ム
ジ
の
こ
う
し
た
視
座
は
明
ら
か
だ
。

グ
ラ
ム
シ
に
よ
っ
て
新

イ
タ
リ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
教
育
部
編
『
グ



の
工
ビ
ソ
ー
ド
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
そ
が
何
よ
り
も
問
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
え
る
だ
ろ
う
。

第
五
百
九
十
七
号

組
織
的
動
員
や
民
衆
の
参
加
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
上
か
ら
の
指
導
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
変
革
に
よ
っ
て
、
受
動
的
に
遂
行
さ
れ
る
革

命
を
意
味
す
る
。
ま
た
、

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
革
命
で
あ
る
（
イ
タ
リ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
教
育
部
編
『
グ
ラ
ム
シ
入
門
』
）
。

受
動
的
革
命
概
念
は
、

そ
れ
は
、
大
衆
が
主
役
で
も
な
く
、
自
立
的
主
体
と
し
て
参
加
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、

た
定
義
の
前
半
部
分
、
す
な
わ
ち
「
大
衆
の
自
立
的
主
体
的
参
画
の
欠
如
」
と
い
う
逆
の
視
座
か
ら
考
え
る
方
が
、

り
う
ま
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
国
民
の
主
体
形
成
の
不
在
と
い
う
観
点
は
、

の
大
き
な
イ
タ
リ
ア
社
会
の
流
れ
を
め
ぐ
る
グ
ラ
ム
シ
の
歴
史
を
見
る
目
を
貫
い
て
い
る
。

し
か
し
受
動
的
に

し
ば
し
ば
「
大
衆
が
受
動
的
に
巻
き
込
ま
れ
た
革
命
」
と
い
う
視
点
が
強
調
さ
れ
る
形
で
整
理
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
な
諸
媒
介
装
置
を
介
し
た
民
衆
の
主
体
形
成
の
重
要
性
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
き
、
む
し
ろ
、
こ
こ
で
示
さ
れ

グ
ラ
ム
シ
の
思
想
を
よ

リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ

グ
ラ
ム
シ
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
何
よ
り
も
従
属
的
状
況
に
お
か
れ
自
己
意
識
を
も
た
な
い
ま
ま
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
で
生
活
し

て
来
た
イ
ク
リ
ア
国
民
の
主
体
的
成
熟
で
あ
り
、

当
時
、

哲
学
研
究

そ
れ
を
社
会
主
義
革
命
と
連
動
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、

ラ
ム
シ
入
門
』
は
き
わ
め
て
巧
み
に
整
理
し
て
い
る
。

グ
ラ
ム
シ
の
戦
略
で
あ
っ
た
と

イ
ク
リ
ア
に
お
け
る
大
衆
文
学
の
不
在
を
嘆
い
た
グ
ラ
ム
シ
に
と
っ
て
、
「
国
民
の
知
的
成
熟
」
を
触
発
し
、
組
織
化
す
る
戦
略
・
戦
術

時
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
グ
ラ
ム
シ
の
概
念
「
国
民
的
ー
民
衆
的

n
a
z
i
o
n
a
l
eー

p
o
p
o
l
a
r
e」
の
視
座
も
、
彼
の

受
動
的
革
命
、
す
な
わ
ち
民
衆
の
主
体
形
成
と
社
会
変
革
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
直
す
と
、
新
た
な
視
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

グ
ラ
ム
シ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
と
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
グ
ラ
ム
シ
の
そ
っ
く
り
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
論
文

イ
タ
リ
ア
社
会
党
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
中
立
を
決
め
込
む
ィ
ク
リ
ア
政
府
と
、
社
会

..L 

ノ‘



が
み
ら
れ
る
。

党
の
「
絶
対
中
立
」
に
対
し
て
、
突
然
、
方
向
転
換
し
、
「
積
極
的
・
能
動
的
中
立
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。

戦
路
線
へ
の
切
り
替
え
を
暗
示
し
た
の
だ
。

背
景
に
は
、
こ
の
時
期
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
知
識
人
の
参
戦
運
動
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
未
完
成
の
国
民
革
命
11
リ

ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
を
、
戦
争
を
通
じ
た
国
民
の
主
体
形
成
と
本
格
的
な
国
民
国
家
の
完
成
へ
と
転
換
さ
せ
よ
う
と
い
う
ェ
ネ
ル
ギ
ー
が
控
え
て

、
こ
。

、
>
キ
ー

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
も
ま
た
、
（
十
分
な
理
念
的
か
つ
政
治
的
判
断
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
直
感
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
）
戦
争
参
加
に
よ
る
国
民
動
員
と
国
民
の
主
体
構
築
に
よ
る
イ
ク
リ
ア
の
変
革
の
道
を
選
択
し
た
と
い
え
る
。

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
こ
の
方
向
転
換
を
暗
示
し
た
論
文
発
表
に
対
し
て
、

ー
ニ
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
（
こ
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
評
価
と
も
う
け
と
ら
れ
か
ね
な
い
論
文
の
執
筆
は
、
後
に
イ
タ
リ
ア

共
産
党
結
党
前
後
で
の
グ
ラ
ム
シ
の
政
治
的
立
場
に
微
妙
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
）
。

こ
こ
に
は
、
（
反
戦
／
中
立
の
イ
ク
リ
ア
社
会
党
の
立
場
を
維
持
し
つ
つ
）
次
の
よ
う
な
グ
ラ
ム
シ
の
立
場
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
イ
タ
リ
ア
の
社
会
主
義
者
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
イ
ク
リ
ア
人
の
」
生
活
の
現
時
点
に
お
い
て
、

「
イ
タ
リ
ア
」
社
会
党
（
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
」

べ
き
か
。
と
い
う
の
は
、

国
民
を
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
結
び
付
け
る
任
務
を
負
っ
た
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
イ
タ
リ
ア
支
部
な
の
だ
。
こ
の

の
生
活
に
お
い
て
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

人
と
思
想

そ
の
特
別
な
機
能
、

グ
ラ
ム
シ
も
ま
た
「
積
極
的
・
能
動
的
中
立
」
と
い
う
ム
ッ
ソ
リ

一
般
や
「
社
会
主
義
」

わ
れ
わ
れ
が
活
動
し
て
い
る
社
会
党
は
、

社
会
変
革
の
基
盤
と
し
て
の
国
民
11
民
衆
と
い
う
視
座
は
、

七
い
わ
ば
、
反
戦
か
ら
参

ま
た
「
イ
ク
リ
ア
」
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
イ
ク
リ
ア

「
焦
眉
の
」
そ
し
て
「
現
実
の
」
任
務
は
、
党
に
、
「
特
別
な
」
「
国
民
的
」
性
質
を
与
え
る
。
こ
の
性
質
は
、
党
に
、

(
5
)
 

そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
人
民

「
現
実
の
」
「
焦
眉
の
」
「
特
別
な
」
「
国
民
的
性
格
」
と
い
う
彼
の
言
葉
に
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
グ
ラ
ム
シ
の
歴
史
主
義
的
立
場
の
表
明

グ
ラ
ム
シ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
評
価
、
特
に
（
通
常
は
否
定
的
に
語
ら
れ
る
）

一
般
で
は
な
く
て
）
の
機
能
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る



「
国
民
」
の
形
成
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

逆
に

第
五
百
九
十
七
号

ジ
ャ
コ
バ
ン
派
は
行
為
の
上
で
革
命
の
唯
一
の
政
党
で
あ
っ
た
。
…
…
彼
ら
は
特
定
の
物
質
的
な
人
間
の
要
求
だ
け
で
な
く
、
存
在
す

る
基
本
的
集
団
に
吸
収
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
国
民
的
集
団
の
要
求
を
も
代
表
し
て
い
た
。
…
…
い
い
か
え
れ
ば
新
し
い
国

家
に
恒
久
的
基
盤
を
与
え
、
緊
密
な
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
的
国
民
を
創
造
し
た

(
Q
.
2
0
2
8
)

。

（
イ
タ
リ
ア
の
リ
ソ
ル
ジ
メ
ソ
ト
に
お
い
て
は
）
効
力
を
も
っ
た
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
勢
力
は
つ
ね
に
欠
落
し
て
い
た
し
、

を
構
築
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
他
の
諸
国
に
お
い
て
、
国
民
的
・
民
衆
的
な
意
志
を
覚
醒
さ
せ
組
織
し
、
近
代
国
家

の
土
台
を
生
み
出
し
た
の
は
、

彼
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
「
民
衆
的
」
な
（
下
か
ら
の
）
知
的
成
熟
と
革
命
的
な
主
体
形
成
の
場
と
し
て
の
具
体
的
な
「
イ
タ
リ
ア
」

た
だ
し
、
彼
の
立
場
が
、
単
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
観
念
的

な
コ
ス
モ
ボ
リ
タ
ニ
ズ
ム
や
（
グ
ラ
ム
シ
の
論
敵
で
あ
る
と
同
時
に
、

護
に
ま
わ
っ
た
）

ト
ロ
ツ
キ
ー
の
永
続
的
世
界
革
命
論
の
立
場
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
、
歴
史
的
な
段
階
と
し
て
の
国
民
的
・
民
衆
的
な
主

体
の
問
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
（
伊
藤
、

1
9
9
8
a
)

。
実
際
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
国
民
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

イ
タ
リ
ア
と
い
う
空
間
的
か
つ
文
化
的
な
具
体
性
の
な
か
か
ら
、
多
様
な
媒
介
諸
装
置
を
介
し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
イ
ク
リ
ア
民
衆
の
自

発
的
主
体
形
成
、

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
国
際
的
な
普
遍
性
へ
と
開
か
れ
て
い
く
と
い
う
方
向
が
、
彼
の
戦
略
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
も
み
ら
れ
る
。

哲
学
研
究

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
勢
力
な
の
で
あ
る

(
o
p
.
cit.)
。

ま
た
、

そ
れ

ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
追
放
に
際
し
て
は
「
同
志
」
と
し
て
徹
底
的
に
擁

グ
ラ
ム
シ
は
、
自
ら
の
国
民
的
・
民
衆
的
と
い
う
立
場
が
、
単
な
る

か
な
り
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
る
こ
と
と
は
違
う
の
で
あ
る

(
Q
.
2
8
5
)

。

ャさ
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人
と
思
想

た
と
は
い
い
が
た
い
部
分
を
も
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
グ
ラ
ム
シ
の
視
座
が
再
び
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
六

0
年
代
後
半
の
若
者
の
反
乱

と
そ
れ
と
連
動
す
る
社
会
科
学
や
文
化
理
論
の
大
き
な
変
容
の
渦
中
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
ジ
ェ
ッ
ラ
タ
ー
ナ
版
が
完
成
す
る
一
九

マ
ル
ク
ス
主
義
の
革
新
の
動
き
の
な
か
で
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
再
構
築
に
お
け
る
国
家
論
、
権
力
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
九
七

0
年
を
前
後
し
て
次
々
と
登
場
し
て
く

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

も
あ
る
ニ
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ツ
ァ
ス

の
調
整
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
「
権
カ
ブ
ロ
ッ
ク
」
概
念
を
生
み
出
し
た
）
や
ビ
ュ
シ
・
グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
マ
ン
ら
の
新
た
な
国

家
論
が
、

ま
た
、

る。
な
か
で
も
、

当
初
は

七
五
年
よ
り
少
し
前
、

一
九
七

0
年
代
前
半
の
こ
と
だ
っ
た
。

六

グ
ラ
ム
シ
と
現
代
社
会
理
論

グ
ラ
ム
シ
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」
論
や
、
彼
の
教
え
子
で

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
プ
ー
ラ
ン
ツ
ア
ス
と
激
し
い
論
争
を
展
開
し
た
ラ
ル
フ
・
ミ
リ
バ
ン
ド

つ
い
て
は
ル
ー
ク
ス
、

1
9
8
9

な
ど
参
照
の
こ
と
）
、

り
を
も
っ
た
ボ
ブ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
な
ど
、

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
国
家
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
く
は
、
未
だ
古
い
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
枠
組
み
か
ら
十
分
に
抜
け
出
し
て
い

こ
う
し
た
古
い
国
家
論
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
政
治
学
の
分
野
で
は
、

と
い
っ
た
現
代
思
想
を
媒
介
し
つ
つ
新
た
に
再
編
成
し
、
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
分
析
や
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

articulation
の
概
念
な
ど

を
駆
使
し
た
ら
ラ
ク
ラ
ウ
や
ム
フ
の
「
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
称
さ
れ
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
な
ど
も
一
九
八

0
年
代

に
な
る
と
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
グ
ラ
ム
シ
の
受
容
が
拡
大
し
て
い
く
。

（
グ
ラ
ム
シ
の
「
プ
ロ
ッ
ク
」
概
念
を
ヒ
ン
ト
に
、
資
本
主
義
国
家
の
権
力
構
造
が
、
異
な
る
利
害
集
団

さ
ら
に
プ
ー
ラ
ン
ツ
ア
ス
の
影
響
の
下
で
、
彼
が
見
落
と
し
て
い
た
文
化
領
域
へ
の
目
配

マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
、
権
力
論
の
革
新
が
、

グ
ラ
ム
シ
の
影
響
の
下
で
展
開
さ
れ
た
。

グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
を
、

九 （
こ
の
論
争
の
概
要
に

フ
ー
コ
ー
、
ラ
カ
ン
、
デ
リ
ダ



第
五
百
九
十
七
号

グ
ラ
ム
シ
の
「
弱
点
」
と
も
い
わ
れ
た
経
済
学
の
分
野
に
も
一
九
七

0
年
を
前
後
し
て
、
彼
の
影
響
下
で
あ
ら
た
な
社
会
理
論
が
生
ま
れ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
」
で
あ
る
。
こ
の
学
派
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
リ
ピ
エ
ッ
ツ
は
、
こ
う
書
い

て
い
る
。
「
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
を
経
て
、

確
か
に
わ
れ
わ
れ
は
グ
ラ
ム
シ
に
戻
っ
て
行
っ
た
…
…
」
（
リ
ピ
エ
ッ
ツ
、

2
0
0
2
11 
2
0
0
2
:
 
117)
と。

グ
ラ
ム
ジ
は
、
獄
中
ノ
ー
ト
で
、

リ
カ
ニ
ズ
ム
と
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」
論
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

た
。
大
量
生
産
の
仕
組
み
の
構
築
に
よ
る
労
働
者
の
賃
金
の
上
昇
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
大
量
消
費
、
消
費
の
拡
大
に
よ
る
さ
ら
な
る
生

産
の
拡
大
と
い
う
循
環
の
な
か
で
、

主
義
の
全
般
的
危
機
論
」
の
よ
う
な
資
本
主
義
の
自
動
崩
壊
論
を
超
え
る
観
点
を
左
派
の
経
済
学
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
議
論
で
興
味
深
い
の
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
合
理
化
は
、
労
働
類
型
と
生
産
過
程
の
新
し
い
影
響
を
与
え
る
た
め
、
新
し
い
人
間
類
型
を
生
み
出
す
こ
と
の
必

要
性
を
要
請
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
新
し
い
人
間
類
型
を
生
み
出
す
作
業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
し
、

的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
高
い
賃
金
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
新
し
い
産
業
構
造
へ
の
心
理
的
・
身
体
的
な
適
応

の
局
面
で
あ
る

(Q.
2
1
4
6
)

。

を
及
ぽ
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
点
だ
ろ
う
。

る。

哲
学
研
究

さ
ら
に
矛
盾
の
問
題
、
蓄
積
体
制
や
調
整
様
式
の
問
題
、

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
プ
ロ
ッ
ク
の
問
題
を
経
て
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
資
本
主
義
の
分
析
に
か
な
り
の
紙
数
を
さ
い
て
い
る
。

な
ぜ
資
本
主
義
は
延
命
し
え
た
の
か
と
い
う
グ
ラ
ム
シ
の
問
い
が
控
え
て
い

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
資
本
主
義
は
危
機
を
克
服
し
た
と
い
う
グ
ラ
ム
シ
の
視
点
は
、

の
延
命
の
可
能
性
を
フ
ォ
ー
ド
主
義
（
テ
イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）

グ
ラ
ム
シ
が
、
こ
の
様
式
が
、
労
働
者
の
心
理
や
身
体
を
変
え
る
カ

生
産
を
軸
に
社
会
を
考
え
て
来
た
社
会
科
学
に
、
消
費
に
よ
る
人
間
類
型
の
変
容
を
示
唆
し
た
だ
け
で
な
く
、

か
ら
洞
察
し
た
こ
う
し
た
グ
ラ
ム
シ
の
議
論
は
、

主
義
分
析
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
（
平
田
、

1
9
9
3

な
ど
）
。

”.とな
ず

い
わ
ゆ
る
「
ア
メ

い
わ
ゆ
る
「
資
本

い
ま
だ
牧
歌

そ
れ
を
通
じ
た
資
本
主
義

日
本
に
お
け
る
現
代
資
本

レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
派
は
、
こ
う
し
た
グ
ラ
ム
シ
の
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
市
場
と
生
産
の
適
合
化
や
そ
れ
に
対
応
し
た

四
〇



ば
し
ば
目
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

人
と
思
想

な
国
際
会
議
で
の
引
用
度
数
を
見
て
行
く
と
、

「
制
度
化
さ
れ
た
妥
協
」
「
調
整
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
二

0
世
紀
の
資
本
主
義
の
動
態
を
探
り
、

そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
フ
ォ
ー
ド
主
義

の
危
機
と
そ
の
後
の
転
換
を
「
ボ
ス
ト
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四

一
九
七

0
年
代
以
後
の
グ
ラ
ム
シ
の
影
響
と
い
う
点
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
文
化
領
域
を
め
ぐ
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
特
に
、

リ
ス
で
は
、
文
化
と
政
治
と
い
う
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
が
直
面
し
た
課
題
と
の
取
組
み
の
な
か
で
、

グ
ラ
ム
シ
の
再
発
見
が
な
さ
れ
て
い
く
。

後
に
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
源
流
と
な
る
レ
イ
モ
ソ
ド
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
化
理
論
に
お
け
る
土
台
と

上
部
構
造
」
を
一
九
七
三
年
―
―
|
―
二
月
号
の
『
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
レ
ヴ
ュ
ー
』
誌
に
発
表
し
、
大
き
な
反
響
を
あ
び
る
。
続
い
て
、

七
六
年
か
ら
七
七
年
に
か
け
て
、
こ
の
雑
誌
の
編
集
長
で
あ
っ
た
ペ
リ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
非
整
合

な
部
分
の
指
摘
と
そ
の
現
代
的
な
適
用
を
論
じ
た
「
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
二
律
背
反
」
や
グ
ラ
ム
シ
を
基
礎
に
し
た
西
欧
マ
ル
ク
ス

主
義
の
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
『
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
視
点
か
ら
文
化
、
特
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
視
座
を
す
え
た
こ
の
潮
流
全
体
の
動
き
を
見
て
い
く
と
、

ラ
シ
オ
ン
派
と
同
様
、

で
あ
る
。
実
際
、

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
か
ら
グ
ラ
ム
シ
ヘ
と
い
う
歴
史
を
逆
流
す
る
流
れ
が
見
て
取
れ
る
。
支
配
の
理
論
と
し
て
の
ア
ル

チ
ュ
セ
ー
ル
の
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」
か
ら
、

一
九
八
三
年
と
一
九
九

0
年
の
二
回
、

少
傾
向
を
み
せ
る
の
に
比
べ
て
、

（
伊
藤
、

1
9
9
3
)

。

実
際
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

イ
ギ

そ
の
源
流
と
し
て
の
グ
ラ
ム
シ
の
再
発
見
へ
の
移
行
と
で
も
い
え
る
よ
う
な
動
ぎ

イ
リ
ノ
イ
大
で
開
催
さ
れ
た
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
め
ぐ
る
大
規
模

一
九
八
三
年
に
は
最
大
数
を
ほ
こ
っ
た
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
ヘ
の
言
及
が
九

0
年
に
は
大
幅
減

八
三
年
で
は
引
用
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
グ
ラ
ム
シ
ヘ
の
言
及
数
が
急
増
し
て
い
る
の
で
あ
る

グ
ラ
ム
シ
の
理
論
と
フ
ー
コ
ー
の
権
力
論
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
社
会
理
論
と
の
相
似
性
へ
の
指
摘
な
ど
も
し

植
民
地
支
配
の
終
焉
後
、
旧
植
民
地
に
お
け
る
特
定
の
文
化
形
態
の
支
配
の
継
続
と
い
う
視
座
を
生
み
出
し
た
ボ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム

レ
ギ
ュ 一

九



統
一
に
向
け
て
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
支
配
諸
集
団
の
主
導
性
に
よ
っ
て
つ
ね
に
打
ち
砕
か
れ
、

が
っ
て
こ
の
歴
史
の
周
期
が
、
成
功
に
よ
っ
て
完
結
し
、
達
成
さ
れ
た
場
合
に
の
み
こ
の
傾
向
は
明
ら
か
に
な
る
。
サ
バ
ル
タ
ン
諸
集

団
は
、
反
乱
や
蜂
起
の
場
合
に
お
い
て
も
な
お
常
に
支
配
的
諸
集
団
の
主
導
性
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。

利
の
み
が
、
即
時
で
は
な
い
が
、

そ
の
従
属
性
を
打
破
す
る
の
で
あ
る
。

大
衆
の
能
動
的
分
子
は
実
際
的
な
活
動
を
行
な
っ
て
は
い
る
が
I

世
界
を
変
革
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
活
動
は
世
界
を
知
る

サ
バ
ル
ク
ン
諸
集
団
の
歴
史
は
、
必
然
的
に
断
片
的
で
あ
り
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
的
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

グ
ラ
ム
シ
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

ま
た
、
ボ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
連
動
し
て
生
じ
た
サ
バ
ル
ク
ン

の
議
論
に
も
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
は
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
潮
流
の
出
発
点
と
も
い
え
る
サ
イ
ー
ド
の
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』

に
は
、
そ
の
発
想
の
背
後
に
以
下
の
よ
う
な
グ
ラ
ム
シ
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

市
民
社
会
で
は
、
思
想
・
制
度
•
他
人
格
の
影
響
力
は
、
支
配
を
通
し
て
で
は
な
く
、

あ
る
思
想
が
他
の
思
想
よ
り
も
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
の
と
同
じ
意
味
で
、
あ
る
文
化
形
態
が
他
の
文
化
形
態
に
断
然
優
越
す
る
。
こ

の
文
化
的
主
導
権
の
形
態
は
、

ム
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
持
続
性
と
力
と
を
付
与
す
る
の
は
、
こ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
で
あ
り
、
正
確
に
言
え
ば
、
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
の
作
用
の
結
果
な
の
で
あ
る
（
サ
イ
ー
ド
、

1
9
8
5
11 
1
9
9
3
:
2
9ー

3
0
)

。

味
を
も
っ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
的
な
論
者
で
あ
る
イ
ン
ド
出
身
の
思
想
家
、

は
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
』
は
、

そ
の
典
型
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
ス
ピ
ヴ
ァ
ッ
ク
、

1
9
8
8
11 
1
9
9
8
)

。
ま
さ
に
「
そ
の
生
活
様
式
、
利
害
、

成
り
立
ち
」
が
（
実
際
は
敵
対
す
る
は
ず
の
）
他
の
諸
階
級
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、

し
え
ず
「
階
級
」
と
し
て
そ
の
姿
を
現
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ

(
S
p
i
v
a
k
,
1
9
8
8
:
 2
7
6
)

。

哲
学
研
究

第
五
百
九
十
七
号

サ
バ
ル
タ
ン
は
、
自
己
認
識
を
形
成

し
た

つ
ま
り
『
恒
久
的
』
な
勝

ス
ピ
ヴ
ァ
ッ
ク
に
よ
る
『
サ
バ
ル
タ
ン

（
従
属
階
級
）
研
究
に
お
い
て
も
、
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
は
大
き
な
意

グ
ラ
ム
シ
の
い
う
合
意
を
通
し
て
作
用
す
る
。

グ
ラ
ム
シ
に
よ
っ
て
…
…
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

四



人
と
思
想

景
に
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
が
控
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

お

わ

り

に

を
予
見
し
て
い
た
と
も
い
え
る
）
。

て
出
版
さ
て
い
く
。

い
わ
ゆ
る
サ
バ
ル
タ
ン
研
究
の
登
場
で
あ
る
。

ク
の
拒
否
か
ら
導
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、

(Q. 2
2
8
3
)

。

こ
う
し
た
彼
の
サ
バ
ル
タ
ン
の
概
念
を
拡
大
し
て
イ
ン
ド
の
農
民
階
級
分
析
に
使
用
し
た
の
は
、

的
基
盤
を
お
く
研
究
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
政
治
史
を
専
門
と
す
る
ラ
ナ
ジ
ッ
ト
・
グ
ハ
た
ち
は
、

四

マ
イ
ノ

グ
ラ
ム
シ
に
な
ら
っ
て
農
民
の

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
を
、
従
属
階
級
の
世
界
観
の
表
出
と
し
て
と
ら
え
、
農
民
反
乱
の
勝
利
の
可
能
性
を
、
支
配
的
文
化
を
握
る
権
カ
ブ
ロ
ッ

一
九
八

0
年
代
初
頭
の
一
連
の

S
u
b
e
r
t
e
r
n
S
t
u
d
i
e
s
の
シ
リ
ー
ズ
と
し

実
は
、
こ
の
サ
バ
ル
ク
ン
概
念
に
も
、
固
定
化
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
観
念
か
ら
自
由
な
、
グ
ラ
ム
シ
の
視
点
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
う
か

が
え
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
、
獄
中
ノ
ー
ト
に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
対
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
と
い
う
二
大
階
級
の
闘
争
と
い
う
マ
ル
ク
ス

主
義
の
こ
れ
ま
で
の
観
点
か
ら
距
離
を
と
り
、
支
配
諸
階
級
対
従
属
諸
階
級
と
い
う
、
重
層
的
な
階
級
対
立
の
構
図
か
ら
支
配
と
変
革
を
語

っ
て
い
る
（
こ
の
視
座
も
ま
た
、
社
会
的
対
抗
勢
力
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
対
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
う
階
級
対
立
を
超
え
て
、
女
性
、

リ
テ
ィ
問
題
や
ェ
コ
ロ
ジ
ー
問
題
な
ど
多
様
な
文
脈
で
語
ら
れ
始
め
た
一
九
六

0
年
代
後
半
以
後
の
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
運
動
や
新
し
い
社
会
運
動
論

ま
た
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
、
特
に
男
性
性
研
究
に
お
け
る
グ
ラ
ム
シ
受
容
も
一
九
八

0
年
代
以
後
盛
ん
に
な
る
。
特
に
、

ゲ
モ
ニ
ー
論
の
影
響
の
下
で
生
み
出
さ
れ
た
、

男
性
学
・
男
性
性
研
究
に
お
け
る
最
も
使
用
頻
度
の
高
い
概
念
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う

(Connel,
1
9
8
7

な
ど
）
。

グ
ラ
ム
シ
の
ヘ

R
・
コ
ン
ネ
ル
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と
い
う
概
念
は
、
現
在
な
お
、

そ
れ
に
し
て
も
一
九
三
七
年
に
死
去
し
た
思
想
家
の
著
作
が
、
死
後
何
十
年
も
経
過
後
、
新
た
な
思
想
の
種
と
し
て
再
生
し
た
こ
と
の
背

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

と
は
い
え
自
己
の
活
動
の
明
確
な
認
識
は
も
っ
て
い
な
い

ス
ピ
ヴ
ァ
ッ
ク
と
同
様
イ
ソ
ド
に
文
化



ろ
う
か
。

永
続
的
な
歴
史
的
過
程
の
な
か
で
の
民
衆
の
主
体
的
か
つ
知
的
な
成
熟
を
、

ェ
リ
ー
ト
の
視
座
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
し
た

だ
が
）
な
ど
と
比
べ
て
、

の
で
は
な
く
、

ひ
と
つ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
の
複
雑
性
の
深
化
が
、
従
来
の
単
純
な
歴
史
の
進
歩
史
観
や
二
大
階
級
の
対
立
と
い
っ
た

「
科
学
的
」
と
称
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
視
点
か
ら
で
は
説
明
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
だ
ろ
う
。
政
治
現
象
や
社
会
現
象

を
、
文
化
的
・
空
間
的
な
視
座
を
も
っ
て
、
具
体
的
現
実
と
向
き
合
お
う
と
す
る
グ
ラ
ム
シ
の
絶
対
的
歴
史
主
義
の
観
点
は
、

新
た
な
社
会
理
論
・
文
化
理
論
形
成
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
政
治
や
社
会
を
単
純
な
対
立
と
抗
争
に
よ
っ
て
展
開
さ

れ
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
多
様
な
媒
介
装
置
を
介
在
さ
せ
た
妥
協
や
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
グ
ラ
ム
シ
の
視

座
が
、
複
雑
な
政
治
現
象
の
分
析
に
と
っ
て
、
有
効
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
だ
。

ま
た
、

サ
バ
ル
タ
ン
論
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
自
ら
を
表
現
す
る
術
を
持
た
な
い
従
属
階
級
の
人
々
が
、
自
己
を
再
発
見
し
主
体
形
成
を

展
開
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、

え
る
。
歴
史
の
具
体
的
な
過
程
の
な
か
に
投
げ
込
ま
れ
た
民
衆
が
、

自
ら
の
自
覚
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
潜
在
力
を
再
発
見
し
、

そ
し
て
、
最
後
に
、

が
内
包
さ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

哲
学
研
究

第
五
百
九
十
七
号

そ
の
意
味
で
、

一
九
七

0
年
前
後
に
国
際
的
に
浮
上
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
「
政
治
」
に
重
要
な
立
脚
点
を
与
え
た
と
い

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
媒
介
さ
れ
つ
つ
自
己
の
存
在
を
見
つ
め
直
し
、

そ
れ
を
発
揮
さ
せ
て
い
く
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
ェ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
視
点
を
彼

グ
ラ
ム
シ
の
歴
史
観
が
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
が
内
包
し
て
い
た
千
年
王
国
主
義
的
な
一
挙
的
転
換
を
展
望
す
る

一
定
の
方
向
性
を
も
ち
つ
つ
も
完
成
す
る
こ
と
の
な
い
実
践
の
永
続
と
し
て
の
社
会
変
革
と
い
う
観
点
を
も
っ
て
い
た
こ
と

も
、
ボ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
政
治
が
語
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
と
思
う
。

グ
ラ
ム
シ
の
冷
静
な
現
実
主
義
は
、
同
時
代
人
で
あ
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

（
そ
れ
が
、
読
者
に
強
い
共
感
を
含
ん
だ
反
応
を
生
み
出
す
の
は
事
実

一
挙
的
な
千
年
王
国
的
「
革
命
」
の
成
就
を
夢
想
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
「
終
わ
り
」
の
な
い

グ
ラ
ム
シ
の
視
座
が
、
二

0
世
紀
の
終
わ
り
の
時
代
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
理
由
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

;} 

四
四



注

(
l
)

イ
ク
リ
ア
で
は
、
戦
後
い
ち
早
く
著
作
集
（
当
時
は
、
二
九
冊
あ
っ
た
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
か
れ
た
年
代
も
順
番
も
確
定
さ
れ
な

い
ま
ま
だ
っ
た
け
れ
ど
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
西
欧
社
会
で
グ
ラ
ム
シ
の
再
発
見
が
本
格
的
に
行
わ
れ
た
の
は
、
一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
八

0
年
代

に
か
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
ち
な
み
に
、
日
本
は
、
他
の
ど
の
国
よ
り
も
早
い
一
九
六

0
年
前
後
に
、
グ
ラ
ム
シ
の
主
な
著
作
の
翻
訳
・
出

版
が
行
わ
れ
て
い
た
希
有
な
社
会
だ
っ
た
こ
と
も
記
憶
し
て
お
い
て
も
い
い
だ
ろ
う
）
。
い
わ
ゆ
る
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
の
広
が
り
の
な
か
で
、
彼
の
独

自
の
国
家
論
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

(
2
)

グ
ラ
ム
シ
の
ク
ロ
ー
チ
ェ
か
ら
の
影
響
は
、
歴
史
を
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
と
と
も
に
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
哲
学
の
反
実
証
主
義
的
立
場
に
お

い
て
も
強
力
に
作
用
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
社
会
学
批
判
の
う
ち
に
も
は
っ
き
り
と
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
、
十
九

世
紀
か
ら
発
展
し
た
イ
ク
リ
ア
社
会
学
、
な
か
で
も
イ
ク
リ
ア
社
会
党
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
イ
ク
リ
ア
の
犯
罪
社
会
学
研
究
に
対
し
て
、
獄
中
ノ
ー

ト
で
繰
り
返
し
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

(
3
)

た
だ
し
、
こ
う
し
た
人
間
の
主
体
性
の
強
調
は
、
「
主
体
の
革
命
家
」
、
「
上
部
構
造
の
理
論
家
」
と
い
う
評
価
の
一
方
で
、
彼
の
経
済
的
視
座
の
不

十
分
性
と
い
う
指
摘
を
生
ん
で
い
る
の
も
事
実
な
の
だ
が
。

(
4
)

グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
が
ヘ
ー
ゲ
ル
11
マ
ル
ク
ス
の
「
読
み
替
え
」
の
な
か
で
独
自
の
概
念
と
し
て
成
立
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
ボ
ッ
ビ

オ
の
議
論
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
B
o
b
b
i
o
,
1
9
6
8

な
ど
。

(
5
)
 
G
r
a
m
s
c
i
,
 A., 
'̂Neutralita 
attiva e
d
 o
p
e
r
a
n
t
e、)
)

in
《

II
grido de! 
p
o
p
o
l
o》
,

3
,
 

ottobre, 1
9
1
4
.
 

主
な
参
考
文
献

グ
ラ
ム
シ
の
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
か
ら
の
引
用
は
、

Q

に
続
け
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通
し
の
頁
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で
示
し
た
。

A
n
d
e
r
s
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n
,
 P., 1
9
7
6
,
 
C
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n
s
i
d
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 o
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 W
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 M
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 Left B
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k
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.
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Internazionale di 
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t
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d
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 G
r
a
m
s
c
i
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n
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 Einaudi. 

プ
ッ
テ
ー
ジ
、
ジ
ョ
セ
フ
、

2
0
0
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「
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
グ
ラ
ム
シ
」
、
グ
ラ
ム
シ
没
後
六

0
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
編
『
グ
ラ
ム
シ
は
世
界
で
ど
う
読
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て
い
る
か
』
社
会
評
論
社
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C
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n
n
e
l
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1987, 
G
e
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d
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 P
o
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n
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ラ
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シ
の
生
涯
』
平
凡
社
、
一
九
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二
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藤
澤
道
郎
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『
ア
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ト
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オ
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グ
ラ
ム
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社
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G
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u
l
d
n
e
r
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F
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i
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o
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G
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Q
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G
u
h
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u
b
e
r
t
e
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 Studies, I, 
II, 
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x
f
o
r
d
 U
P
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時
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半
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一
九
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八
八
年
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）

平
田
清
明
、

1993
「
グ
ラ
ム
シ
と
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
片
桐
・
黒
沢
編
『
グ
ラ
ム
シ
と
現
代
世
界
』
社
会
評
論
社
。

Holib, 
R., 
1992, A
n
t
o
n
i
o
 G
r
a
m
s
c
i
 |
 
B
e
y
o
n
d
 M
a
r
x
i
s
m
 a
n
d
 P
o
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m
o
d
e
r
n
i
s
m
,
 R
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u
t
l
e
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g
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.
 

伊
藤
公
雄
、

1981
「
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
知
識
人
論
を
め
ぐ
っ
て
ー
《
常
識

s
e
n
s
o
c
o
m
u
n
e》
概
念
と
の
関
連
で
」
、
『
イ
ク
リ
ア
学
会
誌
』
第

三

0
号。、
1985
「
『
開
か
れ
た
』
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
ー
ー
_
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
少
年
軍
事
愛
国
小
説
」
、
京
都
大
学
新
聞
社
編
『
口
笛
と
軍
歌
』
社
会
評
論

、
1
9
8
8
「
グ
ラ
ム
シ
文
化
支
配
論
と
現
代
」
、
伊
藤
・
片
桐
・
黒
沢
・
西
村
絹
『
グ
ラ
ム
シ
と
現
代
』
お
茶
の
水
書
房
。

、
1989
「
『
支
配
』
の
文
化
・
歴
史
社
会
学
に
向
け
て

C
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
か
ら
A

・
グ
ラ
ム
シ
ヘ
」
、
い
い
だ
・
片
桐
・
伊
藤
編
『
生
き
て
い

る
グ
ラ
ム
シ
』
社
会
評
論
社
。

、
1992
「
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
・
大
衆
文
学
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
、
グ
ラ
ム
シ
生
誕
一

0
一
周
年
記
念
『
グ
ラ
ム
シ
の
思
想
空
間
』
社
会
評
論
社
。

、

1
9
9
3
a「
グ
ラ
ム
シ
と
文
化
支
配
の
現
在
」
、
片
桐
•
黒
沢
編
『
グ
ラ
ム
シ
と
現
代
世
界
』
、
社
会
評
論
社
。

、
1
9
9
3
b
「
グ
ラ
ム
シ
な
ん
て
知
ら
な
い
よ
」
、
『
情
況
』
一
九
九
三
年
―
一
月
号
、
情
況
出
版
会
。

、
1
9
9
7
a
「
グ
ラ
ム
シ
と
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
、
『
月
刊
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
九
九
七
年
―
一
月
号
、
社
会
評
論
社
。
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四
七

政
治
・
権
カ
・
公
共
性
」
世
界
思

、
1
9
9
7
b
「
モ
ン
テ
・
ア
ミ
ア
ー
タ
の
キ
リ
ス
ト
ー
一
九
世
紀
イ
ク
リ
ア
に
お
け
る
千
年
王
国
運
動
」
、
日
伊
協
会
『
日
伊
文
化
研
究
』
。

、

1
9
9
8
a「
グ
ラ
ム
シ
と
近
代
国
民
国
家
＇
—
ー
国
民
・
民
族
意
識
の
両
義
性
を
め
ぐ
っ
て
」
、
情
況
出
版
社
編
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
読
む
』
情
況

出
版
社
。、
1
9
9
8
b
「臨
gtJ
と
対
抗
権
力
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
射
程
」
、
井
上
他
編
『
岩
波
現
代
社
会
学
講
座
16

権
力
と
支
配
の
社
会
学
』
岩
波
書
店
。

、
1
9
9
8
c
「
新
左
翼
」
、
廣
松
・
子
安
・
三
島
・
宮
本
・
佐
々
木
・
野
家
・
末
木
編
『
岩
波
哲
学
思
想
事
典
』
、
岩
波
書
店
。

、
2
0
0
1

「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
ク
デ
ィ
ー
ズ
が
問
い
か
け
る
も
の
」
、
数
理
社
会
学
会
『
理
論
と
方
法
』
第
一
五
号
。

、
2
0
0
5
「
解
釈
と
実
践
」
、
盛
山
他
編
『
〈
社
会
〉
へ
の
知
／
現
代
社
会
学
の
理
論
と
方
法
（
下
）
』
勁
草
書
房
。

、
2
0
0
6
「
『
過
程
』
と
『
媒
介
』
の
思
想
1

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
視
座
」
、
大
橋
良
介
・
高
橋
三
郎
・
高
橋
由
典
編
『
学
問
の
小
径
』
世
界

思
想
社
。

、

2
0
1
1「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
グ
ラ
ム
シ
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
」
、
伊
藤
•
井
上
編
『
社
会
学
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
第
九
巻

想
社
。
、
2
0
1
1

「
書
評
『
ク
ロ
ー
チ
ェ

1
8
6
6
,
 19
5
2
』
」
、
社
会
思
想
史
学
会
『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
三
五
号
、

pp.
2
0
6
-
2
1
0
.
 

J
o
n
e
s
,
 S., 
2006, 
A
n
t
o
n
i
o
 G
r
a
m
s
c
i
,
 R
o
u
t
l
e
d
g
e
.
 

片
桐
薫
、

1
9
9
1

『
グ
ラ
ム
シ
』
リ
プ
ロ
ボ
ー
ト
。

Lipietz `
 
A., 2
 0
 02, L
a
 T
h
e
o
r
i
e
 social d
e
 la regulation. 
(
若
森
章
孝
・
若
森
文
子
訳
『
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
の
社
会
理
論
』
青
木
書
店
、
二

0
0
二
年
）

松
田
博
（
編
）
、

1
9
8
8

『
グ
ラ
ム
シ
を
読
む
現
代
社
会
へ
の
接
近
』
法
律
文
化
社
。

Said, E., 
1978, O
r
i
e
n
t
a
l
i
s
m
,
 R
o
u
t
l
e
d
g
e
.
 
(
今
‘
沢
紀
子
訳
『
オ
リ
エ
ン
ク
リ
ズ
ム
』
平
凡
社
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
三
年
）

S
p
i
v
a
k
,
 G
.
 C., 
1
9
8
8
,
”
C
a
n
 t
h
e
 S
u
b
a
l
t
e
r
n
 S
p
e
a
k
?
,
 “
C
.
 N
e
l
s
o
n
 a
n
d
 L. 
G
r
o
s
s
b
e
r
g
 
(eds.), 
M
a
r
x
i
s
m
 a
n
d
 t
h
e
 I
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
 
o
f
 

Culture, M
a
c
m
i
l
l
a
n
.
 
(
上
村
忠
男
訳
『
サ
バ
ル
ク
ン
は
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
）

W
i
l
l
i
a
m
s
,
 R., 1973, ~Base 

a
n
d
 S
u
p
e
r
s
t
r
u
c
t
u
r
e
 in M
a
r
x
i
s
t
 C
u
l
t
u
r
a
l
 T
h
e
o
r
y
“
N
e
w
 L
e
f
t
 R
e
v
i
e
w
,
 N
o
v
e
m
b
e
r
-
D
e
c
e
m
b
e
r
 1973. 
(
「
マ

ル
ク
ス
主
義
文
化
理
論
に
お
け
る
土
台
と
上
部
構
造
」
川
端
康
雄
他
訳
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
『
共
通
文
化
に
向
け
て
文
化
研
究
ー
』
み
す

ず
書
房
、
二

0
一
三
年
に
所
収
）

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
／
社
会
学
）



Antonio Gramsci 
His thought and contemporary social theiries 

by 

Kimio ITO 

Professor of Sociology 
Graduate School of Letters 

Kyoto University 

Antonio Gramsci (1891-1937) is one of the most influential thinkers in the 20 th 

century but his life and thoughts only started to received global attentions only in 
1970s. After his main work "Prison Notebook (Quaderni de! Carcere)'' was 
published in 1975 with Valentino Gerratana's critical arrangement, Gramscian 
studies took a new turn and now his name carries relevance in many academic 
fields: history, literature, communication studies, pedagogy, cultural anthropology, 
sociology, economics, political sciences, theology, journalism studies, philosophy, 
geography and linguistics. 

In this paper, I argue about his social and cultural theories, focusing on his 
original key concepts and ideas as follows: absolute historicism, civil society, 
organic intellectuals, common sense, passive revolution, Jacobinism, and national­
popular. I will continue by discussing the impact of Gramscian thought on contem­
porary social and cultural theories including Neo-Marxian state theories, regula­
tion approach, cultural studies, post-colonial studies, subaltern studies and gender 
studies. 

In conclusion, I approach to his unique perspectives on history and society, 
referring to his absolute historicism and endless-continuous social change strat­
egy. 
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